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編集後記

本号は，「高齢者における消化器疾患」を

テーマに，消化器がんの疫学的動向，高齢者

消化器疾患の特徴，内視鏡治療や腹腔鏡下治

療による低侵襲治療を中心に特集を組ませて

いただいた．WHOによると高齢者の定義は

65歳以上であり，74歳までを前期高齢者，

75歳以上を後期高齢者とされている．日本

の老年医学でも同様で，85歳以上または90

歳以上を超高齢者といっている．本号のなか

で内視鏡治療あるいは腹腔鏡下治療に関する

論文では，70歳以上，75歳以上，80歳以上

と各々定義を異にして特徴と注意点を概説し

ている．一方，実際の医療現場では年齢だけ

で全身状態を評価することが困難であり，前

田・永井は，脳血管障害，神経疾患，認知症

などの理由から摂食・嚥下が困難となった65

歳以上と定義して，PEGの適応，安全性と

在宅医療への課題を論じている．

将来推計人口によれば，65歳以上の高齢

者は2000年の2,201万人から2020年には

3,590万人となり，消化器がんの罹患率は

2001年から約60～80％増加すると予測され

ている．消化器がんの予測罹患数は食道，大

腸の増加の程度が 2.18倍，1.84倍ととくに

大きい．人口高齢化に伴い，高齢者の消化器

がんは確実に増加することから，内視鏡治療

や腹腔鏡下治療などによる低侵襲治療の必要

性は，ますます高まると同時に生活習慣病改

善による一次予防活動の取り組みを充実させ

ることが重要となる．

巻頭言のなかで，中澤三郎先生は，「高齢

者の治療は完全治癒に至らない場合でも病気

と共存しながら日常生活への復帰を目指すも

のである」と述べ，さらに「高齢者特有の観

点から医療のあり方を作り上げなければなら

ない．」と強調されており，今後の高齢者医

療を考えるうえで示唆に富むお言葉と思われ

る．本号が読者諸兄姉の日常診療にお役に立

てることを期待する次第である．

（田尻久雄）
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　今回の特集号「ピロリ菌陰性者にみられる胃疾患の診かた―胃癌を中心に」は，2013年 2月
に小生が本誌編集委員に加わって初めての特集企画「ヘリコバクター・ピロリ感染胃炎を診
る，治す」（Vol. 29 No. 3 2014）に引き続く，ピロリ菌（H. pylori）関連特集号の第 2弾である．
その当時は H. pylori感染胃炎に対して保険適用されたばかりであり，いわゆる “国民総除菌
時代 ”において H. pylori陽性者をいかに診断し治療し管理するかという点を強調したが，今
回は，H. pylori陰性者（未感染もしくは既感染）の胃疾患，とくに胃癌を，いかに診断し管理
するかという構成とした．つまり，保険適用から 4年以上が経過し，H. pyloriがいないこと
を前提として胃疾患の特集号を組んだわけであり，180度の方向転換である．日本消化器内
視鏡学会（JGES）では，巻頭言を記載くださった上村直実先生を担当理事として，2015年 1月
から，Japan Endoscopy Database（JED）Projectを開始している．本プロジェクトは，本邦に
おける内視鏡診療の正確なデータを得ることで専門医制度を含めた医療政策への提言を行う
ととともに，標準化された高度な臨床研究を全国規模で労少なく実現することを主目的に発
足したものである．ここに集められたデータを紐解くことで，内視鏡診療の実態を垣間見る
ことができるが，JED Project第一期トライアル実施報告書（小田島慎也，他：Gastroenterol. 
Endosc. 59；91‒101, 2017）によると，上部消化管内視鏡受診者におけるH. pylori感染状況は，
除菌判定前 13％，陰性 11％，除菌成功 27％，陽性除菌未 6％，除菌失敗 2％，未検 41％であ
り，第 91回 JGES総会（2016年 5月）時の発表データによると，胃癌患者における H. pylori
感染状況は，除菌判定前 13％，陰性 8％，除菌成功 28％，陽性除菌未 9％，除菌失敗 3％，
未検 38％であった．未検が多いのは，内視鏡で H. pylori感染が疑われる場合に H. pyloriを
調べるという保険上の縛りがあることに起因すると信じたいが，何より驚くべきは，H. pylori
陽性者が内視鏡受診者，胃癌患者ともに 10％内外（未検を除いて再計算すると 15％内外）にす
ぎないという現実である．ここで陽性と診断された方の多くは，その後，H. pylori除菌が行
われたはずであり，今後，ますます，陽性者の割合は減少していくことが予想される．本特
集号に集められた論文をお読みいただくことで，読者の先生方には，今までの胃疾患の診か
たの常識が非常識に，非常識が常識になりつつあるのを感じていただけるのではないだろう
か．とくに H. pylori未感染・既感染胃粘膜に発生する胃癌は診断が難しい場合が多く，新た
な内視鏡診断学の構築が必須であることがわかる．
　最後に，ご多忙のなか，素晴らしい論文を執筆くださった各先生方に，心より感謝，御礼
申し上げて編集後記としたい．
 （藤城　光弘）
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